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F 3 被服の社会･的機能の指導に関する研究（第3 報）

　　被服イメージにおける類型化について
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目的：被服の機能機能には、保健的機能と社会的機能が主要な機能と考えられるが、社会

的な側面の教育が少ないのが現状であ･5 。ところが社会での楠報の過多や家庭での‘伝達機

能の低下など、一般的に青少年の被服の着用時での戸惑いや自信の無さ、社会規範との不

一致感などが見られる。そこで、中・高校生がこの社会的機能面に於いて、いかに被服の

イメージを把握しているか、把握できるかを授業実践を通して実験調査を行い検討した。

本報では。中学生の被服のイメージ調査より,中学生が同年代で主として着用するであろ

う被服のイえ-ジをどのように把握し類型化していろかについて検討したので報告すろ。

方法：被服１の指導の領域で授業実践を行った。昭和63年１～２月に実施。対象は、大阪

府八尾市立T中学校の第１学年男子80名・女子66名。手順は、事前調査、授業実践.事後

調査・感想文の順に実施した。授業中のイ.X ージ調査a、中学生の意見から着用する可能

性のあ■5 6サンプ)l （男子の写真３枚、女子の写真３枚）の写真パネルを作成し提示後、

各人でS D法により評価を行い、グループやクラス単位でプロフ■i ールを検討討論した。

分析には、因子分析。分散分析. T検定、数量It n類、クラスター分析などを使用恚た。

結果：①全体イメージ3因子は、「Ａ：デザイン性の因子」（寄与率：54.7％）「Ｂ：内

面性の因子」「ｃ：装飾性の因子」で、各パネルの因子スコアのli に有意差（P<0.01）。

R A因子で（ラフ、派手）と評価したパネルの強イメージ群と弱群間でｒファッションの

関心度」や「学習意欲」等に有意差（P<0.05)。雪同強イメージ群の「im (Tの関心度」は

授mmより低下や‥逆にr学M ≪欲i は向上する。よって高い学習性かあると考えられろ９

F 4 　　　　家庭科被服領域における基礎縫いに関する一考察

－なみ縫い作業中の動作分析，時間分析および生理的負担について
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【目的】男女共学家庭科の被服領域においては, 基礎的な教材をもって，内容を精選して

いかなければならない。特に問題視され鴻製作については，役割を改めて問い直し，その

価値を被服領域全体に還元していく必要があると考える。そこで木報では。製作の基礎と

なる縫製技術必中で代表的な手縫いである“なみ縫い’に注目し，それを教材として扱っ

ていく場合の一助とすべく，男子も含めた縫製経験量の異なる被験者を対象に，なみ縫い

作業中の動作分析，時間分析および生理的負担の測定等を行い，各々の対象群の作業過程

に｡おける差異を検討することを目的とした。

【方法】被験者は男子大学生５名（Ｉ群）,女子大学生で被服構成にかかわらない者５名

( n群) .およびかかわる者５名( 1群）とした。試験布は晒木綿，試験長は50cnとし，

計15本を方法の指示なく椅座姿勢でなみ縫いさせ，作業動作を前方からビデオ撮影し，動

作分析，時間分析を行った。また，縫い目の平均長および正確率を算出した。　さらに，作

業前, 8本目終了後，作業後R 3回にわたり, 心電図，脈波高，フリヅカー値を測定し，

作業前後の自覚的症状調査も行った’。短期間に習熟の可能性のあるＩ群については，一週

間毎に３回実験を繰り返し，変化を検討した。

【結果】総動量, 所要時間ともに１群＞II群＞Ⅲ群であった。所要時間と正確率の間には

群別に特徴ある相関が得られた。Ｉ群は３回の実験の間にかなりの習熟がみられた。心電

図. 脈波高，フリヅカー値には鮮別に顕著な差は認められなかったが。Ｉ群では回数を重

ねるに従って負担が軽くなる傾向がみられた。


